
アマチュア各連盟規則解釈（ピッチクロック・ディスエンゲージメント（投手の離脱）・バッターボックスルール） 【凡例　〇規則適用　△一部適用　×適用外　－対象外】 2025.3.19版

ID 項目 規則概要 時間管理 社会人 大学 高校 全軟一般 全軟少年 全軟学童

2025

1

ピッチクロック

投手の12秒

◆走者がいない場合の投手の投球間隔

捕手、その他の内野手または審判員からボールを受け取った後、１２秒以内に投球動作を開始

しなければならない。

◆計時の開始

　①イニングの始まり及びボールデッド中からの再開

　　球審のプレイが宣告されたとき

　②ボールインプレイ中で新しい打者が打席に入った時

　　投手がボールを受け取って、打者は打撃の準備ができた（打者が適切に打席に入り投手に

　　目線を向けている状態）とき

       捕手が守備のシグナルを送るときは、それを終えてキャッチャースボックスに座ったとき

　③ボールインプレイ中で打者が打撃を継続している

    　投手がボールを受け取ったとき

　　・実質的なスピードアップとするため、投手ボールを受け取ったときから計時を始めるこ

　　　ととした。

      ・打者がバッタースボックスの外に出てしまった場合は、②の計時開始と同様となる。

FTC

フィールド

タイマー

コーディネーター

4人制：2塁審判

3人制：3塁審判

2人制：1塁審判

ボール宣告し

ボールデッド

ボール宣告し

ボールデッド
ー

ボール宣告し

ボールデッド

ボール宣告し

ボールデッド

ボール宣告し

ボールデッド

2025

2

ピッチクロック

投手の20秒

◆走者がいる場合の投球間隔

捕手、その他の内野手または審判員からボールを受け取った後、２０秒以内に投球動作を開始

しなければならない。

　違反した場合、球審は警告を発することとし、同一の投手が繰り返したら（警告の回数は各

連盟で違う）、そのつどボールを宣告する。

この場合、ボールデッドとなり、これが四球によって打者に一塁が与えられたことにより押し

出される走者以外は進塁できない。

◆計時の開始

　①ボールデッド中からの再開

　　球審のプレイが宣告されたとき

　②ボールインプレイ中で新しい打者が打席に入った時

　　投手がボールを受け取って、打者は打撃の準備ができた（打者が適切に打席に入り投手に

　　目線を向けている状態）とき

       捕手が守備のシグナルを送るときは、それを終えてキャッチャースボックスに座ったとき

　③ボールインプレイ中で打者が打撃を継続している

    　投手がボールを受け取ったとき

　　・実質的なスピードアップとするため、投手ボールを受け取ったときから計時を始めるこ

　　　ととした。

      ・打者がバッタースボックスの外に出てしまった場合は、②の計時開始と同様となる。

FTC

フィールド

タイマー

コーディネーター

4人制：2塁審判

3人制：3塁審判

2人制：1塁審判

1回目警告

2回目から

ボール宣告し

ボールデッド

1回目・2回目

警告

3回目から

ボール宣告し

ボールデッド

ー

警告なし即

ボール宣告し

ボールデッド

警告なし即

ボール宣告し

ボールデッド

警告なし即

ボール宣告し

ボールデッド

ペナルティ

②バッターボックスルール

アマ内規②

③社会人・大学共通スピード

アップ規定「3」

④全軟競技者必携

投手の12秒及び20秒ルールの

取り扱い基準

規則等

①投手の遅延行為5.07（ｃ）

②バッターボックスルール

アマ内規②

③社会人・大学共通スピード

アップ規定「3」

④全軟競技者必携

投手の12秒及び20秒ルールの

取り扱い基準
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ID 項目 規則概要 時間管理 社会人 大学 高校 全軟一般 全軟少年 全軟学童

ペナルティ

規則等

2025

3

ディスエンゲージメント

（投手の離脱）

投手が投手板を外す

 ＋

牽制

◆ディスエンゲージメント（投手の離脱）

（１）投手の離脱とみなされるケースは次のとおりとする。

　① 軸足を投手板から外した場合。

　② 牽制球を投げた場合。

　③ 塁に偽投した場合。

　④ 守備側チームがタイムを要求し、審判員がこれを認めてタイムを宣告した場合。

　　ただし、本項（２）の①および②の場合を除く。

　⑤ 捕手が同一打者の投球間（2 球目以降）に守備のサインを送るためにキャッチャース

　　ボックスから離れた場合。

　⑥ 投手が投手板についた後にボールの交換を要求した場合。

　⑦ その他、審判員が上記に類似する行為と認めた場合。

（２）投手の離脱とみなされないケースは次のとおりとする。

　① 規則５.１０(ℓ)および社会人・大学共通スピードアップ規則において制限された回数の

　　範囲内で、監督等が投手のもとに行った場合。

　② ケガ等やむを得ない事情で守備側のチームがタイムを要求し、審判員がこれを認めてタ

　　イムを宣告した場合。

　③ 投手がアピールのために投手板を外した場合。

　④ 捕手が新しい打者が打席に入る際に、守備のサインを送るためにキャッチャースボック

　　スから離れた場合。

　⑤ 攻撃側チームがタイムを要求した場合。

　⑥ 投手が投手板につく前にボールの交換を要求した場合。

　⑦ その他、審判員が投手の離脱と認めない場合。

同一の打者が

打席にいる間

2回まで認める

3回目以降

牽制アウト

走者の進塁

ランダウンプ

レイ以外は

『ボーク』

適用後、離脱

回数はリセッ

トされない

× ー × × ×

2025

4

バッタースボックス

ルール

○ このルールは、打者側に対するスピードアップを目的としたものであり、規則５.０４(ｂ)

　(４)およびアマチュア野球内規「②」に定められていて、打者は速やかにバッタースボック

　スに入って、打撃姿勢の準備をとらなければならない。

○ 違反した場合の従来（アマチュア野球内規「②」）のペナルティは、同じ打者に対して、

　２度目までは『警告』、３度目以降は、そのつど、投球をさせずに『ストライク』を宣告

　することになっている。しかし、JABA スピードアップ特別規程では、このルールの目的を

　達成するため、１度目は『警告』、２度目以降が、そのつど、投球をさせずに『ストライ

　ク』を宣告することになる。

○ なお、MLB のマイナーリーグによる規則では、打者側にも時間制限が設けられており、

　上記のピッチクロックにおいて、いずれも残り9 秒までに打者が打席に入って、打撃の準備

　を整えることが求められている。（2023 年MLB による改正では、残り8 秒までの予定）

同じ打者に対

して投球を待

たず

タイム

1回警告

ピッチクロッ

クリセット

2回目以降

タイム

打者に対しス

トライク宣告

ボールデッド

ピッチクロッ

クリセット

同じ打者に対

して投球を待

たず

タイム

2回警告

ピッチクロッ

クリセット

3回目以降

タイム

打者に対しス

トライク宣告

ボールデッド

ピッチクロッ

クリセット

同じ打者に対

して投球を待

たず

タイム

2回警告

ピッチクロッ

クリセット

3回目以降

タイム

打者に対しス

トライク宣告

ボールデッド

ピッチクロッ

クリセット

同じ打者に対

して投球を待

たず

タイム

2回警告

ピッチクロッ

クリセット

3回目以降

タイム

打者に対しス

トライク宣告

ボールデッド

ピッチクロッ

クリセット

同じ打者に対

して投球を待

たず

タイム

2回警告

ピッチクロッ

クリセット

3回目以降

タイム

打者に対しス

トライク宣告

ボールデッド

ピッチクロッ

クリセット

同じ打者に対

して投球を待

たず

タイム

2回警告

ピッチクロッ

クリセット

3回目以降

タイム

打者に対しス

トライク宣告

ボールデッド

ピッチクロッ

クリセット

規則5.04(b)(4)

アマチュア野球内規②

全軟§5試合のスピード化に

関する事項11(2)


